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地
域
の
観
光
資
源
を
振
興
し
て
い
く
う
え

で
全
国
的
に「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

と
い
う
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ナ
イ
ト

タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、夕
方
か
ら
翌
朝

に
か
け
て
の
時
間
帯
に
お
け
る
経
済
活
動
を

指
す
。分
野
と
し
て
は
飲
食
や
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
に
と
ど
ま
ら
ず
、文
化
芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
な

ど
幅
広
い
活
動
を
含
む
概
念
で
あ
る（
図
表

1
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
観
光
庁
は
、夜
間
を
単
な
る
余
暇
消
費
の

時
間
で
は
な
く
、地
域
経
済
を
支
え
る
重
要

な
成
長
領
域
と
位
置
付
け
、そ
の
推
進
に
力

を
入
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
背
景
に
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大

と
、観
光
客
の
消
費
単
価
向
上
へ
の
期
待
が

あ
る
。特
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、滞
在
中

の
夜
間
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
体
験
を
求
め

る
傾
向
が
強
い
。一
方
で
、日
本
の
夜
間
コ
ン

テ
ン
ツ
は
限
定
的
で
あ
り
、飲
食
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
以
外
の
選
択
肢
が
少
な
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。そ
の
た
め
欧
米
諸
国
の
主
要
都

市
に
比
べ
、日
本
で
は
夜
間
経
済
の
規
模
や

消
費
額
が
依
然
と
し
て
小
さ
い
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、国
内
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
伴
い
、昼
間
の
消
費
活
動
だ
け

で
は
地
域
経
済
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
中
、夜
間
に
新
た
な
需
要
を
喚
起
し
、

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と
は
、観
光
政

策
や
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
単
に
観
光
客
向
け
の
取
り
組
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、地
域
住
民
に
と
っ
て
も
文
化・芸

術
に
触
れ
る
機
会
や
、余
暇
の
過
ご
し
方
の

多
様
化
を
も
た
ら
す
点
で
大
き
な
意
義
を
持

つ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　

　
観
光
庁
は
2
0
1
9
年
に
、最
先
端
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
事
業
の
一

環
と
し
て「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
推

進
に
向
け
た
ナ
レ
ッ
ジ
集
」を
作
成
し
た
。旅

行
ス
タ
イ
ル
や
需
要
の
多
様
化
な
ど
を
背
景

に
、消
費
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
新
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
拓
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。こ
の
中
で
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ

ミ
―
推
進
を
検
討
す
る
自
治
体
や
D
M
O
、

民
間
事
業
者
な
ど
に
向
け
て
具
体
的
な
課
題

の
整
理
や
事
例
な
ど
を
提
供
し
て
い
る（
図

表
２
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夜
間
消
費
の
拡
大
は「
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
」（
23
年
3
月
閣
議
決
定
）に
も
盛
り

込
ま
れ
た
。計
画
で
は
25
年
目
標
と
し
て
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費
単
価
向
上
や
滞
在
時
間

の
延
伸
な
ど
を
掲
げ
、博
物
館
や
美
術
館
な

ど
の
文
化
施
設
等
を
夜
間
観
光
に
活
用
す
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
図
表
3
）。

訪
日
外
国
人
の
夜
間
消
費
は
日
本
人
に
比
べ

て
高
額
で
あ
る
場
合
が
多
く
、国
と
し
て
受

け
皿
の
整
備
や
情
報
発
信
を
重
点
施
策
に
据

え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
千
葉
県
千
葉
市
で
は

19
年
に
「
千
葉
市
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る

内
外
で
国
や
自
治
体
の
支
援

　新型コロナウイルス拡大による各種制限等も終わり、外国人観光客（インバウンド）の
増加や国内旅行なども活発化、観光は正常化に向かっている。一方で鹿児島県はコロナ
禍前までの回復には至っておらず、消費拡大につながる手段の一つとして、夜間の経済
活動（ナイトタイムエコノミー）への期待が高まる。現在の本県内の取り組みを紹介し、
今後を展望する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経済は夜動く
～ナイトタイムエコノミー最前線～

飲食
音楽
美術等
動植物園
スポーツ
クルーズ

イルミネーション
地域行事

夜景・ライトアップ
その他

バー、居酒屋、屋台
コンサート、カラオケ
美術館、博物館、図書館

ナイトツアー
競技場、ボウリング場
屋 形 船、ナイトクルーズ
公園・街路・海・川
祭り、縁日、屋台

花火、夜景、公共施設
商店街等の散策

調査
レポート

目 標

インバウンド
回復

① 持続可能な観光地域づくりに
取り組む地域数【新】 100地域

② 訪日外国人旅行消費額単価【新】 20万円/人
③ 訪日外国人旅行者一人当たり
地方部宿泊数【新】 ２泊

④ 訪日外国人旅行者数 2019年水準超え⑤ 日本人の海外旅行者数
⑥ 国際会議の開催件数割合 アジア最大・３割以上

国内交流
拡大

⑦ 日本人の地方部延べ宿泊者数 3.2億人泊
⑧ 国内旅行消費額 22兆円

■早期達成を目指す目標︓インバウンド消費５兆円、国内旅行消費20兆円
■2025年目標（質の向上を強調し、人数に依存しない指標を中心に設定）

地域づくりの
体制整備持

続
可
能

観
光
地
域

図表１　ナイトタイムエコノミーのタイプ

図表2　ナイトタイムエコノミーの事例

図表3　観光立国推進基本計画目標

資料）日本総合研究所「ナイトタイムエコノミーの振興について」から抜粋

資料）観光庁「ナイトタイムエコノミー推進に向けたナレッジ集」

資料）観光庁「観光立国推進基本計画（第4次）概要」から抜粋

鹿児島の特性を生かした
本格焼酎イベント・コンテンツ創出事業
鹿児島県鹿児島市 ／ 鹿児島県酒造組合青年会

分野 例

鹿児島の観光資源である焼酎の魅力を知る機会と
して、世界遺産の仙巌園にて、焼酎に伝統工芸と
音楽を合わせたイベント「仙巌園焼酎ナイトガー
デン」を開催。同時に、鹿児島焼酎のサイトの改
修や、SNSの活用、メディアへのPRに加え、都
心でも人気飲食店で焼酎メニューを置いてもらう
など、焼酎ムーブメントの再燃を図った。　　　
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リ
バ
ー
バ
ン
ク
は
地
域
課
題
解
決
の
た
め

組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
廃
校
を
利
用
し
た

「
森
の
学
校
（
旧
長
谷
小
学
校
）」
や
「
タ
ノ
カ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
旧
川
辺
中
学
校
）」
の
管

理
維
持
や
地
域
の
空
き
家
再
生
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
当
誌
2
0
2
2
年
5
月
号
の

「
P
E
O
P
L
E
in
K
a
g
o
s
h
i
m
a
」

で
は
同
団
体
設
立
時
の
代
表
で
あ
る
坂
口
修
一

郎
氏
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
タ
ノ
カ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」は
現
在
着
実
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
利
用
だ
け
で

な
く
地
元
ヨ
ガ
教
室
な
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
面
で

の
利
用
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
1
階
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
菓
子
販
売
等
で
独
立
を
目
指
す
方
を

支
援
す
る
「
フ
ー
ド
ラ
ボ
」、
誘
致
し
た
企

業
に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
で
の
ビ
ー

ル
製
造
・
販
売
と
い
っ
た
食
に
関
す
る
活
動

も
進
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
空
き
家
再
生
で
は
21
軒
の
再
生
し
た
空
き

家
に
県
内
外
か
ら
46
人
が
移
住
。
そ
の
後
、

4
人
が
移
住
後
に
生
ま
れ
、
計
50
人
が
暮
ら

す
な
ど
外
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
定
着
さ
せ

る
取
り
組
み
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
　

　
永
山
和
博
氏
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く
茶
農

家
の
3
代
目
で
す
。
永
山
氏
の
祖
父
は
頴
娃

の
山
間
を
開
墾
し
て
茶
畑
を
興
し
、「
ゆ
た

か
み
ど
り
」
と
い
う
品
種
を
広
め
ま
し
た
。

ま
た
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
乗
用
型
摘
採
機

の
開
発
に
携
わ
る
な
ど
頴
娃
の
茶
生
産
の
礎

を
築
い
た
一
人
で
す
。
永
山
氏
自
身
も
26
歳

の
時
に
「
鹿
児
島
県
茶
業
青
年
の
会
」
の
頴

娃
地
区
代
表
に
就
き
、
そ
の
後
同
会
の
会
長

を
務
め
ま
し
た
。
現
在
も
県
指
導
農
業
士
と

し
て
県
内
の
茶
生
産
を
け
ん
引
し
て
い
ま

す
。
21
年
に
は
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
る
単
一
品
種
売
り
を
ス
タ
ー

ト
、「
は
る
と
な
り
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
て
E
C
サ
イ
ト
等
で
国
内
外
へ
販

売
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
旅
行
者
な
ど
に
対

し
て
永
山
氏
の
茶
畑
で
育
て
た
5
つ
の
単
一

品
種
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
煎
茶

を
作
っ
て
い
た
だ
く
「
知
覧
茶
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
つ
く
り
体
験
」も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
体
験
を
と
お
し
て
品
種
に
よ
る
茶

の
味
わ
い
の
違
い
や
、
通
常
は
「
茶
商
（
茶

問
屋
）」
が
行
う
「
合
組
（
ブ
レ
ン
ド
）」
と

い
う
工
程
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
一
層

茶
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
　

　
県
都
・
鹿
児
島
市
に
隣
接
し
、
日
本
三

大
砂
丘
の
一
つ
で
あ
る
吹
上
浜
を
有
す
る

日
置
市
で
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
、
加
工
、
販

売
し
て
い
る
の
が
鹿
児
島
オ
リ
ー
ブ
で
す
。

同
社
に
つ
い
て
は
当
誌
24
年
7
月
号
の

「
P
E
O
P
L
E
in
K
a
g
o
s
h
i
m
a
」

で
社
長
で
あ
る
水
流
一
水
氏
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
社
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
鹿
児
島
で

の
栽
培
に
適
し
た
品
種
の
樹
か
ら
採
れ
る
新

鮮
な
オ
リ
ー
ブ
を
搾
油
し
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ

ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
」
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。
25
年
5
月
に
は
ス
ペ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
の
オ
リ
ー
ブ
産

業
展
に
初
出
品
し
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
「
青
い
バ
ナ
ナ
の
香
り
で
ス

イ
ー
ト
。
完
璧
に
近
い
オ
イ
ル
」
と
の
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
た
だ
、
長
雨
や
台
風
の
影

響
で
収
穫
量
が
年
ご
と
に
変
動
す
る
た
め
、

鹿
児
島
産
オ
イ
ル
は
安
定
的
に
確
保
す
る
の

が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
ス
ペ
イ
ン
に
農
園

を
持
ち
、
そ
こ
で
製
造
し
た
新
鮮
な
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
直
輸
入
し
て
鹿
児
島
産
と
ブ
レ

ン
ド
し
た
「
鹿
児
島
ブ
レ
ン
ド
」
と
い
う
商

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア

の
農
園
で
採
取
・
製
造
し
た
オ
イ
ル
も
輸
入

し
て
お
り
、
３
産
地
の
オ
イ
ル
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
オ
イ
ル
以
外
に
も
オ
リ
ー
ブ
を

活
用
し
た
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
も
共
同
開
発
す

る
な
ど
日
置
産
オ
リ
ー
ブ
の
認
知
度
向
上
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
解
体
寸
前
だ
っ
た
廃
校
、
先
祖
か
ら
引
き

継
い
で
き
た
茶
畑
、
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
た

オ
リ
ー
ブ
栽
培
な
ど
様
々
な
資
源
を
活
用
し

て
地
域
活
性
化
に
奮
闘
し
て
い
る
人
々
が
い

る
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
派
手
な
演
出
は
無
い
で
す
が
、
足
元
の

資
源
を
活
用
し
た
地
道
な
活
動
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
折
に
ふ
れ
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
古
江
　
孝
徳
）

永山氏の茶畑

オリーブ園

5つの単一品種（シングルオリジン）製品＝永山氏提供

リバーバンク 森の学校

タノカミステーション
鹿児島ブレンド（鹿児島産とスペイン産の
ブレンド商品）＝鹿児島オリーブ提供

　2025年7月、九州内の地方銀行系シンクタンク5社で構成される五社会の実務担当者会議を鹿児島
県で行いました。今回は南薩地域で地域資源の活用に取り組んでいる3つの団体・個人を視察しました。
3拠点のうち2つは以前当誌で取り上げた場所で、現在の状況を踏まえながら紹介します。　　　

TOPICS

～五社会 南薩視察記～

リ
バ
ー
バ
ン
ク

（
南
九
州
市
川
辺
町
）

1

永
山
和
博
氏

（
南
九
州
市
頴
娃
町
）

2

鹿
児
島
オ
リ
ー
ブ

（
日
置
市
）

3

地
域
の
資
源
を
照
ら
す

地域の資源に輝きを

1

3

2
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